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研究成果の概要： 

ガザーリー（1111年没）を中心とする古典時代のイスラームのセクシュアリティー（性行為、

生殖、婚姻、女性、ジェンダー、性愛観、生命倫理などのさまざまな性に関する問題）に関す

る議論を分析し、マッキー（998年没）、イブン・アラビー（1240年没）といったスーフィーと

比較した。さらに、カラダーウィー（1926年生）などの現代の思想家の婚姻論とガザーリーを

比較し、現代における古典時代の受容と影響について考察した。なお、研究成果の拙稿 

“Transition of Views on Sexuality in Sufism: Al-Makki, al-Ghazali, and Ibn al-‘Arabi,” 

Annals of Japan Association for Middle East Studies, 22-1, 2006 は、第一回日本中東学

会奨励賞を受賞した。 
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１． 研究開始当初の背景 
 
私はこれまで、『イスラームの世界観』
(2005年)において、ガザーリー、ラーズィー
の神秘思想を中心とする古典思想の博士論
文をまとめた。それを踏まえ、さらに現代と
結びつく研究へ発展させるために、セクシュ
アリティーの問題を取り上げることにした。

そして『現代に生きるイスラームの婚姻論』
(2003年)において、ガザーリーの『宗教諸学
の再興』における「婚姻作法の書」を翻訳・
解説した。この書は、従来のイスラームのセ
クシュアリティー研究、たとえば、M. Farah, 
Marriage and Sexuality in Islam, 1984; G.H. 
Bousquet, L’Ethique sexuelle de l’Islam, 
1990などにおいては、一部が引用、紹介され
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るに留まっていたものである。そこで、「ガ
ザーリーの婚姻論」(2005 年)および “Al- 
Ghazali and Marriage from the Viewpoint of 
Sufism,” 2005において、その書の全体をス
ーフィズムの視点から分析し、マッキーの婚
姻論と比較した。さらに古典スーフィズムに
おける性の問題に関する研究は、S. Murata, 
The Tao of Islam, 1992などがあるが、イブ
ン・アラビーが中心であるので、ガザーリー
に焦点を当て、「ガザーリーの修行論におけ
る性の問題」(2005年)において、ガザーリー
の性の議論をイブン・アラビーの女性観とも
比較してきた。 
本研究では、以上の古典イスラーム研究を
踏まえた上で『宗教諸学の再興』以外の著作
を用い、さらに多くの古典思想家の見解も取
り入れて、古典イスラームの性の議論全体を
より包括的に分析する。さらに本研究では、
古典研究にとどまらず、現代のセクシュアリ
ティーの議論を分析する点が独創的である。
現代イスラームのセクシュアリティー、ジェ
ンダー、女性、生命倫理の研究、たとえば、
Nawal El Saadawi, The Hidden Face of Eve, 
1980; L. Ahmed, Women and Gender in Islam, 
1992; J. E. Brockopp (ed.), Islamic Ethics 
of Life, 2003 などでは、古典セクシュアリ
ティー思想の分析や比較はあまりされてい
ない。そこで、本研究では、現代におけるセ
クシュアリティーの議論における古典思想
の意義について、文献学な調査を中心に明ら
かにする。 
ガザーリーを中心とする古典から、さらに
現代の思想までを視野に入れたイスラー
ム・セクシュアリティーの先行研究は国内外
においてほとんどない。古典研究者は、現代
までは扱っていないし、現代を専門とする研
究者（現代思想研究者および文化人類学者）
は、古典の文献まではあまり参照していない
のである。こうした状況の中で、広範囲の文
献を渉猟し、古典のみならず、現代のムスリ
ム思想家によるセクシュアリティーの議論
とも比較することは、イスラーム思想研究の
新たな分野を切り開くという点で、一定の学
術的意義がある。古典と現代のイスラームの
セクシュアリティー思想を結びつけた研究
はほとんどなく、本研究は、世界的にも最先
端の研究といえる。 
 
 
２． 研究の目的 
 
私の研究の全体構想は、最も重要な古典イ
スラーム思想家の一人であり、現代のムスリ
ム（イスラーム教徒）にも大きな影響を与え
ているガザーリーの思想、とくにセクシュア
リティー（性行為、生殖、婚姻、女性、ジェ
ンダー、性愛観、生命倫理などのさまざまな

性に関する問題）の議論を分析し、現代のム
スリムによる性の議論、性に対する考え方と
比較することにより、古典思想の現代におけ
る影響、意義を考察するものである。 
まず文献学的な分析を行い、古典のセクシ

ュアリティー思想を明らかにした上で、現代
ムスリムによる文献と比較し、古典思想の現
代的意義を明らかにする。次に現地調査を行
うことにより、現代のムスリムにおける性の
意識や実態について、古典思想の影響を検討
する。イスラーム諸国を中心にムスリムにイ
ンタビューを行い、ガザーリーを中心とする
古典思想が、現代のムスリムにおいては、実
際にどのように反映されているのかを調査
し、現代人における古典思想の影響、相違点、
変容について明らかにしたい。 
以上の研究構想の中で、本研究は、前半の

文献学的な分析に重点を置くものである。現
地調査については、将来、全体構想を実現す
るための予備調査を行うに留める。本研究の
目的は以下の二つである。 
第一の目的は、ガザーリー以外の古典思想

家の著作も参照し、古典イスラームのセクシ
ュアリティー思想を明らかにすることであ
る。ガザーリーに影響を与えたスーフィー
（イスラーム神秘主義者）、マッキー、ガザ
ーリーと同じ神学派に属する思想家、ラーズ
ィー（1209 年没）、さらにガザーリーとは傾
向の異なる神秘思想家、イブン・アラビーな
どの思想と比較することにより、今まであま
り知られてこなかったイスラーム固有のセ
クシュアリティーの議論を文献学的に導き
出す。その際、ガザーリーの代表作『宗教諸
学の再興』だけではなく、彼の膨大な著作も
渉猟して関連する箇所を分析し、他の思想家
についてもさまざまな文献を使用して、セク
シュアリティーに関する古典イスラーム思
想の集大成を完成させる。 
第二の目的は、できるだけ多くの現代のム

スリム思想家によるセクシュアリティーの
著作と、先に述べた古典イスラームのセクシ
ュアリティーの議論との比較を行い、現代の
思想家への古典の議論の影響や、両者の結び
つきについて、文献学的な調査をすることで
ある。古典に依拠した思想家から批判的な思
想家まで、さまざまな現代の性に関する傾向
を網羅し、多様な現代のイスラーム・セクシ
ュアリティー思想を解明したい。 
以上のように、文献学的に古典イスラーム

のセクシュアリティー思想の集大成をまと
め、現代のムスリムの著作と比較し、さらに
現地の予備調査を行うことにより、従来、研
究の進んでいなかったセクシュアリティー
に関する古典イスラーム思想の現代的意義
について分析する。 
 
 



 

 

３． 研究の方法 
 

2006年度 
ガザーリーの代表作『宗教諸学の再興』の
他に、ガザーリーのさまざまな著作にみられ
るセクシュアリティーに関する記述を渉猟
し、読解する。『宗教諸学の再興』では、ス
ーフィーのための倫理や日常生活の送り方
が論じられているが、この中の｢婚姻作法の
書｣において、ガザーリーは、婚姻生活にお
けるセクシュアリティーの問題に大きな関
心を持っており、性交の作法、避妊、性欲な
ど性に関するさまざまな事柄を説明してい
る。またガザーリーは、「二つの欲望の撲滅
の書」においても性の問題について論じてい
る。ガザーリーは、性の力を恐れ、抑制すべ
きだと考えている一方、性の肯定的な力を認
めている。この箇所を分析するだけではなく、
ガザーリーの膨大な著作も参照することに
より、ガザーリーの性に関する思想の全体が
明らかになると考えられる。 
古典イスラームにおける性の議論を検証
するためには、ガザーリー以外の思想家の文
献も分析しなければならない。たとえば、ガ
ザーリー以降のイスラーム神秘思想の代表
的思想家であるイブン・アラビーを取り上げ、
ガザーリーの議論と比較したい。イブン・ア
ラビーの代表作は、『メッカ啓示』と『叡智
の台座』である。これらを中心に、イブン・
アラビーの膨大な著作を分析し、彼のセクシ
ュアリティー、女性観を明らかにする。サッ
ラージュ（988年没）、マッキーといったイブ
ン・アラビー以外の重要な古典イスラーム思
想家の著作についても、セクシュアリティー
に関連する該当箇所を翻訳、分析し、ガザー
リーの性の議論と比較することにより、ガザ
ーリーの独自性を検証する。 
 
2007年度 
主に文献学的な分析を行い、ガザーリーと
彼以外の古典思想家の著作も参照し、古典イ
スラームのセクシュアリティー思想を明ら
かにした。具体的には、ガザーリーの代表作
『宗教諸学の再興』やそのほかの著作の分析
を中心とし、ガザーリーに影響を与えたスー
フィー（イスラーム神秘主義者）、マッキー
の『心の糧』、ガザーリーとは傾向の異なる
神秘思想家、イブン・アラビーの『メッカ啓
示』『叡智の台座』などに見られる思想と比
較することにより、今まであまり知られてこ
なかったイスラーム固有のセクシュアリテ
ィーの議論を文献学的に導き出した。 
 
2008年度 
古典文献のみならず、現代の思想家の女性
観、性愛観についても分析した。具体的には、
現代イスラーム世界に大きな影響力を持つ

法学者のカラダーウィー（1926年生）や、イ
スラーム原理主義過激派の元祖とされるサ
イイド・クトゥブ（1966年没）の弟、ムハン
マド・クトゥブ（1918年生）の著作を参照し
た。また昨年度のオマーンにおける調査の結
果も踏まえ、イスラームにおける婚姻論、女
性論を導き出した。 
 
４．研究成果 
 
2006年度 
古典時代のイスラーム・セクシュアリティ

ー思想の変遷をたどった論文二本を執筆し、

そ の う ち “Transition of Views on 

Sexuality in Sufism: Al-Makki, Ghazali, 

and Ibn al-‘Arabi,” Annals of Japan 
Association for Middle East Studies, 22-1, 

2006は、第一回日本中東学会奨励賞を受賞し

た。またドバイとカイロに出張し、アラビア

語文献等を収集し、研究成果について宮城学

院女子大学キリスト教文化研究所公開研究

会で発表した。 

 
2007年度 
引き続き古典時代のセクシュアリティー

研究を進め、二本の論文を執筆し、早稲田大
学オープン教育センター「ギリシアとアラビ
アの思想文化への導入」において講演した。
また研究成果を取り入れたイスラーム概説
書を執筆した。さらに、イスラームの生命倫
理に関する事典項目（「イスラム教の死生観」
「イスラム教の他界観」『応用倫理学事典』
丸善）を執筆し、翻訳（「イスラームにおけ
る生命倫理」『生命倫理百科事典』丸善）を
行なった。ドイツ、イギリスに出張し、文献
収集等を行った。 
 

 
2008年度 
古典と現代の婚姻論を比較した研究成果

について、論文を執筆した。「古典時代と現
代におけるイスラームの比較婚姻論」という
題目で中東調査会・日本イスラム協会共催、
第 11 回イスラームとイスラーム諸国「理論
と動向研究会」において発表し、女性問題、
生命倫理問題を中心に、11世紀のイスラーム
思想家ガザーリーと現代の法学者、カラダー
ウィーの議論を比較した。ガザーリーの「婚
姻作法の書」の妻と子供の位置づけや、妻の
条件についても考察を進めた。またオマーン
に出張し、現地調査を行った。 
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